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こ

う蹄
て

い疫
え

きの
侵

入
を

村
民

一
丸

と
な

っ
て

防
ぎ

ま
し

ょ
う

。

み
ん

な
で

守
ろ

う
！

 椎
葉

牛
！
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１
．
口
蹄
疫
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で

す
か
？

　

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
、
偶ぐ

う

蹄て
い

類る
い

の
家
畜
（
牛
・
豚
・
山
羊
・
水
牛
な
ど
）

や
野
生
動
物
（
い
の
し
し
・
鹿
）
が
か
か

る
病
気
で
す
。

　

口
蹄
疫
に
感
染
す
る
と
、発
熱
し
た
り
、

口
の
中
や
蹄
の
付
け
根
な
ど
に
水
ぶ
く
れ

が
で
き
た
り
す
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ

ま
す
。
感
染
す
る
と
、
食
欲
低
下
や
運
動

障
害
、
発
育
不
良
を
引
き
起
こ
す
た
め
、

家
畜
と
し
て
の
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

口
蹄
疫
に
か
か
る
と
、
子
牛
や
子
豚
で

は
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
成
長

し
た
家
畜
で
は
死
亡
率
は
数
％
程
度
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
偶
蹄
類
動
物

に
対
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
伝
播
力
が
非
常
に

強
い
の
で
、
他
の
偶
蹄
類
動
物
へ
う
つ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
が
必
要

で
す
。

２
．ど
う
や
っ
て
口
蹄
疫
は
広
ま
る
の
？

　

今
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
の
が
、人
や
物

を
介
し
て
家
畜
に
感
染
す
る
こ
と
で
す
。

感
染
動
物
や
え
さ
、敷
き
わ
ら
だ
け
で
な

く
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
靴
底
、衣
服
や
ほ

こ
り
、
髪
の
毛
な
ど
を
介
し
て
も
動
物
間

に
感
染
が
広
が
り
ま
す
。
防
疫
員
が
、三
重

の
防
御
服
を
装
着
し
て
感
染
動
物
の
処
理

を
行
う
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
も
っ
と
も

大
切
な
こ
と
は
、感
染
が
確
認
さ
れ
た
地
域

の
外
に
ウ
イ
ル
ス
を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。

３
．
牛
肉
や
豚
肉
を
食
べ
た
り
、
牛
乳

を
飲
ん
だ
り
し
て
口
蹄
疫
に
か
か

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
は
人
に
病
気
を
引
き

起
こ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。よ
っ
て
、

牛
肉
や
豚
肉
、
牛
乳
を
摂
取
し
て
も
口
蹄

疫
に
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の

偶
蹄
類
動
物
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
農
場
の
家
畜

は
殺
処
分
し
て
埋
め
る

と
と
も
に
、
発
生
し
た

農
場
周
辺
の
牛
や
豚
の

移
動
を
制
限
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
口
蹄
疫

に
か
か
っ
た
家
畜
の
肉

や
乳
が
市
場
に
出
回
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
．
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
国
・
県

の
取
り
組
み
は
？

　

口
蹄
疫
ウ
イ
ル
ス
の
偶
蹄
類
動
物
に
対

す
る
伝
播
力
が
非
常
に
強
い
た
め
、
他
の

偶
蹄
類
動
物
へ
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
現
時
点
で
右
の
図
の
地
域
は
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
農
場
の
家
畜
を
殺

処
分
し
て
埋
め
、
農
場
を
消
毒

②
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
農
場
周
辺
の
牛
や

豚
の
移
動
を
制
限

・
発
生
農
場
か
ら
半
径
10
㎞
以
内
に
お

け
る
移
動
制
限

・
発
生
農
場
か
ら
半
径
10
〜
20
㎞
以
内

に
お
け
る
搬
出
制
限

③
10
㎞
圏
内
の
す
べ
て
の
牛
・
豚
を
対
象
に

殺
処
分
を
前
提
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

の
侵
入
を
防
ご
う
！

椎
葉
の
家
畜
を
口
蹄
疫
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

宮
崎
県
は
口
蹄
疫
の
蔓
延
に
伴
い
、
非
常
事
態
宣
言
を
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
防

疫
強
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
椎
葉
村
に
つ
い
て
は
幸
い
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
決
し
て
侵
入
を
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
口
蹄
疫
と
は
ど
の
よ
う
な

病
気
な
の
か
、
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
村
民

全
員
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▲感染した牛の症状
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５
．
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

■
搬
出
制
限
区
域
内
へ
は
む
や
み
に
立
ち

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

前
ペ
ー
ジ
の
図
に
あ
る
円
の
地
域

は
、
移
動
制
限
お
よ
び
搬
出
制
限
区

域
で
す
。
こ
の
付
近
に
家
や
仕
事
場

が
あ
る
人
以
外
が
近
付
く
と
、
感
染

拡
大
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

必
要
が
な
い
場
合
は
、
む
や
み
に

発
生
区
域
に
近
付
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
一
般
車
両
も
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

宮
崎
各
地
に
消
毒
ポ
イ
ン
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
を
防

止
す
る
た
め
に
車
両
の
消
毒
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

６
．
椎
葉
村
の
取
り
組
み

　

○
口
蹄
疫
相
談
窓
口
を
設
置

※
口
蹄
疫
の
影
響
で
子
牛
の
出
荷
が

遅
れ
て
お
り
、
畜
舎
を
増
築
し
た

い
方
、消
毒
液
が
ほ
し
い
方
な
ど
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

○
消
石
灰
、
炭
酸
ソ
ー
ダ
の
配
布

　
　
　
（
配
布
場
所　

営
農
セ
ン
タ
ー
）

　

○
支
援
策

・
飼
養
監
理
体
型
実
証
展
示
事
業
の

前
倒
し
措
置

※
全
畜
産
農
家
１
１
６
件
、
母
牛

９
４
０
頭
、
子
牛
５
９
２
頭
へ

の
８
，０
０
８
千
円
の
支
出

・
牛
舎
新
築
お
よ
び
改
築
事
業
の
条

件
を
緩
和
措
置

　

本
村
で
は
国
や
県
の
支
援
策
を
踏

ま
え
て
、
畜
産
農
家
の
方
々
が
安
心

し
て
飼
育
管
理
で
き
る
よ
う
、
次
の

よ
う
な
対
策
を
、
臨
機
応
変
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
子
牛
セ
リ
出
荷
遅
延
対
策

・
受
精
適
期
遅
延
対
策

・
風
評
被
害
対
策

　

○
村
境
に
消
毒
槽
ポ
イ
ン
ト
の
設
置

　

各
主
要
道
路
６
箇
所
に
消
毒
槽
ポ

イ
ン
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。通
行
の

際
は
、徐
行
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
振
興
課 

畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２

−

６
７

−

３
２
０
６

７
．
村
民
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い

　

村
外
へ
の
お
出
か
け
は
極
力
控
え
て
く

だ
さ
い
。
村
外
へ
お
出
か
け
し
た
際
は
、

各
主
要
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
毒
ポ

イ
ン
ト
で
積
極
的
に
車
の
消
毒
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

本
村
も
防
疫
、
支
援
策
な
ど
全
力
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

村
長
も
町
村
会
長
と
し
て
赤
松
農
林
水

産
大
臣
、小
沢
幹
事
長
が
来
県
の
際
に
市
長

会
長
と
と
も
に
直
接
要
望
書
を
提
出
い
た

し
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
他
関
係
機
関
、団

体
等
に
も
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、一
人
一
人
が
危
機
感
を
持
ち
、

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

椎
葉
村
に
は
約
１
，８
０
０
頭
の
牛
が

い
ま
す
。
農
家
の
方
が
大
事
に
育
て
ら
れ

て
き
た
家
畜
を
村
民
一
丸
と
な
っ
て
守
り

ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

▲車両の消毒中

消毒槽ポイント設置一覧

路　線　名 設 置 箇 所

国道３２７号線 諸 塚 村 境

国道２６５号線
国見トンネル付近

西 米 良 村 境

国道３８８号線
美 郷 町 南 郷 区 境

矢立キャンプ場付近

県道上椎葉湯前線 不 土 野 峠 付 近

▲大臣に要望書を提出



椎葉
晃充
村長の

5月の
動き

７
日　
庁
議
、第
二
回
椎
葉
村
口
蹄
疫
対
策
会
議

　
　
　

口
蹄
疫
関
係
要
望
活
動（
宮
崎
市
）

10
日　
知
事
、
県
議
会
議
長
要
望
活
動（
口
蹄
疫
）

11
日　

治
山
林
道
協
会
役
員
会（
宮
崎
市
）

12
日　

税
率
：
村
長
協
議

13
日　

区
長
、区
長
代
理
、組
合
長
研
修
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

上
椎
葉
湯
前
線
期
成
会
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
農
技
室
）

　
　
　
国
道
３
２
７
号
野
地
ト
ン
ネ
ル
貫
通
式

　
　
　

郡
町
村
会
定
期
総
会
（
日
向
市
）

17
日　
全
国
治
水
砂
防
協
会
評
議
員
会（
東
京
）

18
日　

県
選
出
国
会
議
員
と
の

　
　
　
　

意
見
交
換
会
（
東
京
）

19
日　

自
立
ネ
ッ
ト
総
会（
沖
縄
〜
21
日
）

24
日　

日
向
・
東
臼
杵
市
町
村

　
　
　
　

振
興
協
会
総
会
（
日
向
市
）

　
　
　

国
保
運
営
協
議
会（
す
こ
や
か
館
）

25
日　

移
動
消
防
学
校（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
　
　

村
商
工
会
総
会
（
商
工
館
）

　
　
　

観
光
協
会
総
会
（
商
工
会
）

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
評
議
員
会

26
日　

県
公
民
館
連
合
会
理
事
総
会
、

　
　
　
　

県
町
村
会
役
員
会
（
宮
崎
市
）

27
日　

県
統
計
調
査
協
会
理
事
総
会
、

　
　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
総
会

28
日　

第
２
回
臨
時
議
会
、

　
　
　
　

郡
町
村
会
役
員
会
予
定（
諸
塚
村
）

29
日　

全
国
小
さ
く
て
も
輝
く

　
　
　
　

自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

31
日　
県
木
材
需
要
拡
大
推
進
会
総
会（
宮
崎
市
）

▲区長・区長代理・
組合長研修会

　（13日）
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　雨が心配されたのがうそのような五月晴の中、５月
15日に村総合運動公園で、スポーツ少年団春季大会及
び結団式が開催されました。
　近年児童数の減少で各団選手確保に頭を悩ませてい
ますが、春季大会は元気いっぱいプレーで大盛り上が
り。保護者の応援もついつい力が入っているようでした。

椎葉村スポーツ少年団

春季大会

〔ソフトボールの部〕
　優　勝　杉の子ファイターズ
　準優勝　松尾イーグルス
　３　位　小崎小ソフト
　４　位　尾向ソフト

〔バレーボールの部〕
　優　勝　松尾少女バレー
　準優勝　椎小フレンズクラブ

〔
剣
道
の
部
〕

　

２
〜
４
年
生
の
部

　
　

優　

勝　

椎
葉 

知
大
（
椎
葉
）

　
　

準
優
勝　

椎
葉 

花
梨
（
尾
向
）

　
　

３　

位　

尾
前 

渚
紗
（
尾
向
）

　

５
・
６
年
生
の
部

　
　

優　

勝　

尾
前 

萌
々
花
（
椎
葉
）

　
　

準
優
勝　

那
須 

澪
佳
（
小
崎
）

　
　

３　

位　

右
田 

葵
彩
（
小
崎
）

〔卓球の部〕（大河内小）　※指導者と練習



村のできごと

　

森
林
総
合
研
究
所
よ
り
造
林
事

業
の
推
進
に
尽
力
し
貢
献
し
た
松

岡
今
朝
男
さ
ん
（
下
松
尾
）
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
５
月

21
日
・
村
長
室
）

水源林造成事業推進に貢献
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　５月20日、平家さくらの森委員会による「ホタルの生態・飼育に関する講演会」が開催され
ました。松尾中学校教頭の串間研之先生を講師に迎え、ホタルについて詳しく講話がありました。
　平家さくらの森委員会では、ホタルを生息させる活動に取り組んでいます。ホタルの光
に癒しを感じる森はもちろんのこと、ゲンジボタル・ヘイケボタルを生息させることで平
家落人伝説と相まって新しい観光資源として期待をしているところです。
　講演会には子どもから大人まで30人が集まり、串間先生の話に楽しく聞き入っていまし
た。現在、松尾や尾向などでホタルの生息が確認されているそうです。ヒメボタルは川ではなく山に生息してい
るそうで、あなたの家の近くにも生息しているかもしれません。ホタルは５月下旬から６月末まで見られるそう
です。今日は部屋を暗くして、裏山をそっと覗いてみてはいかがですか。（役場２階会議室）

　

５
月
13
日
に「
野
地
ト
ン
ネ
ル
」

貫
通
セ
レ
モ
ニ
ー
と
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
線
開
通
は
来
年

３
月
の
予
定
で
す
。。

国道327号 野地トンネル貫通！

▲平家大いちょう太鼓の演奏もありました。

　

５
月
13
日
に
村
内
の
区
長
・
区

長
代
理
・
組
合
長
が
一
同
に
集
ま

り
、研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
行
政
と
住
民
の
架
け
橋
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

区長・区長代理・組合長研修会

　

５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
「
村
民
ゴ
ル

フ
大
会
」。集
ま
っ
た
収
益
金
の
一
部
が
村
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。寄
付
金
は
口
蹄
疫
対

策
に
使
わ
れ
ま
す
。（
５
月
21
日
・
村
長
室
）

第９回
宮崎県障がい者スポーツ大会

５月９日・県総合運動公園（宮崎市）

大会成績（陸上競技）※順位は障がい区分別
■ソフトボールの部〔男子〕
　１−２部　１位　椎葉　康裕（向 山 日 添）34ｍ62※大会新
　４−２部　１位　椎葉　淨信（向 山 日 添）16ｍ86
　９−２部　２位　山中　良一（桑 の 木 原）13ｍ50

■ソフトボールの部〔女子〕
　20−２部　２位　椎葉シゲ子（上椎葉上２）８ｍ09
　27−２部　１位　椎葉　里江（畑 鳥 の 巣）20ｍ65
　　〃　部　２位　那須　梅子（唖　　　谷）17ｍ31
　27−８部　１位　椎葉　春子（春　岩　尾）12ｍ05▲みごと１位の椎葉春子さん

▲大会実行委員会より寄付金の贈呈

平家さくらの森にホ〜タル来い♪ ♪

ゴルフで村へ寄付



カメラ さんぽ

５月２〜４日・椎葉民俗芸能博物館

椎葉の山々に響き渡る、和太鼓の響き、民謡、神楽の舞・
笛太鼓。観客はその美しさ、迫力に大満足。
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▲

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
び
っ
く
り
す
る
か
な
？

　みんなでびっくり箱づくり。上手にできたね ! !

おばけが出てきたよ ! !
５月18日・向山児童館

▲

は
さ
み
で
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
。

　

む
ず
か
し
い
な
ぁ
。

観客を魅了 郷土芸能の夕べ

で
き
た
ー
! !

勝ったー！！バンザーイ！！
５月11日・小崎小学校、小崎児童館

大河内へき地保育所 棟上げ

▲

小
学
校
校
舎
と
い
っ
し
ょ
に
改
築
に
な
っ
た
保
育
所
。
棟
上
げ
に
せ
ん

ぐ
ま
き
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
集
会
で
ダ
ブ
ル
王
様
じ
ゃ

ん
け
ん
。
小
学
生
と
児
童
館
生
が
仲
良

く
た
く
さ
ん
の
競
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

「青空給食」
みんなで食べる給食は最高！

５月21日・椎葉中学校

▲

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。
青
空
の
下
で

と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体
育
館

で
も
み
ん
な
で
お
い
し
く
給
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

負
け
な
い
わ
よ



　現在、庁舎建設等プロジェクトチーム・庁議にて着々と建
設計画進行中です。
　基本設計が完成しました。これを基に、尾前設計と引き続
き業務委託契約し、実施設計を進めていきます。
　今後の予定としては、各公民館で開催される地域づくり懇
談会で、基本設計平面図等を展示する予定です。
　ご意見・ご要望等ございましたら、役場総務課までご一報
ください。

▲区長・区長代理・組合長研修会で新庁舎模
型が公開されました。（５月13日）

椎葉村役場  新庁舎建設計画  進行中！

　かて〜りネット開通から１ヶ月。きれいなデジタル放送と高速インターネットに村内無料電話に対しま
して、村民の皆さんからご好評の声をいただいておりますことに、感謝申し上げます。
　しかし、機器の不具合等で一部の方にご迷惑をおかけしております。不具合の中には、機器の取り扱い
により生じる場合もありますので、今回は無料電話について、注意事項をお知らせします。

［村内無料電話について］
　村民の皆様より村内無料電話の問い合わせを多くいただいております。

○問い合わせの内容は、
　①７を頭につけて電話するんだけれど、電話がつながらない。
　②役場に村内無料電話をかけるんだけれど、つながらない。
　③ナンバーディスプレイって何？

　以上のような問い合わせが多いようです。あなたもこのような不具合にお悩みではないですか？
　それでは、問い合わせの解決方法をお答えします。

１．まず確認しましょう！
・告知端末（オフトークの代器）とＰＳＵ（右の写真）の電源は入って
いますか？
コンセントが抜いてあると村内無料電話を使うことができません。ご
自宅の電源が入っている場合は、相手の機器電源が入っていない可能
性があります。７をつけずに電話をして、相手に確認をしてください。

２．電源が入っているけど、役場につながらない。
・役場の村内無料電話は今までの電話番号に７をつけて電話をかけてもつながりません。各課に村内
無料電話番号があります。電話番号は広報しいば５月号（P,２・３）又は椎葉村行事予定表に記載
されておりますのでご確認ください。

３．電源も入っているし、番号も間違えていない。
・機器の不具合の可能性があります。地域振興課企画情報グループまでご連絡ください。

ナンバーディスプレイとは
・かかってきた相手の電話番号が表示されるサービスです。ただし、電話機がナンバーディスプレイ
に対応していることが必要となります。
又、今問題になっている「オレオレ詐欺」などを防ぐ一つの方法でもあります。

　今回は「村内無料電話」についてのお知らせでした。このほかに、いろいろな不具合等ございましたら、
地域振興課までお問い合わせください。
　次号は、かて〜りネットのいろいろな活用法についてお知らせする予定です。

■問い合わせ先　地域振興課　企画情報グループ　☎６７−３２０３　無料☎７−６７−００３１（００３２）

かて〜りネット情報 No,１

Public Relations of  SHIIBA � 2010（H22）６月号
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本
村
で
は
、
林
野
庁
や
宮
崎
県
と
一
体

と
な
っ
た
山
地
災
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
５

月
20
日
〜
６
月
30
日
）
を
実
施
し
、
治
山

事
業
の
一
環
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
未
来

を
守
る　

治
山
事
業
」
と
い
う
標
語
の
も

と
、
山
地
災
害
防
止
に
つ
な
が
る
広
報
活

動
や
防
災
施
設
の
安
全
確
認
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
各
地
区
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た

危
険
箇
所
に
つ
い
て
も
、
消
防
や
警
察
、

行
政
が
一
同
に
調
査
点
検
を
行
う
「
災
害

危
険
箇
所
調
査
」
を
こ
の
ほ
ど
実
施
。
そ

の
結
果
に
対
し
、
関
係
機

関
が
共
通
認
識
の
も
と
で

効
率
的
な
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活

動
を
通
し
て
、
山
地
災
害

防
止
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
多
く
の
方
に
広
め
な

が
ら
、
危
機
管
理
体
制
の

強
化
や
防
災
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

山
地
災
害

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　

山
地
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の

も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、危
険
を
感
じ

た
ら
す
ぐ「
避
難
」す
る
こ
と
で
す
。ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、住
ん
で
い
る
地
域
の
危
険
箇
所

避
難
所
の
位
置
を
確
認
す
る
な
ど
、緊
急
時

に
備
え
た
予
備
知
識
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
動
す
る
消
防
団
や
公
民
館
、
役

場
な
ど
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
や
台
風
接
近
の
際
に
は
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
や
ま
び
こ
通
信
か
ら
の

情
報
を
正
確
に
得
る
と
と
も
に
警
察
や
消

防
団
の
指
示
に
従
っ
て
、
早
め
の
避
難
と

迅
速
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
（
椎
葉
村
役
場
）

　

・
建
設
課
（
道
路
・
災
害
復
旧
等
）

　
　
　

☎
６
７

−

３
２
０
７

　

・
総
務
課
（
消
防
・
避
難
所
等
）

　
　
　

☎
６
７

−

３
２
０
１

　

・
農
林
振
興
課
（
山
地
・
農
地
災
害
）

　
　
　

☎
６
７

−

３
２
０
６

自
分
自
身
の

命
を
守
る
「
避
難
」

　

ま
も
な
く
梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
全
国
各

地
や
世
界
各
地
で
大
雨
に
よ
る
山
腹
崩
壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
等
の
大
災
害
が
多
発
。

予
期
せ
ぬ
突
然
の
災
害
に
よ
り
尊
い
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
毎
年
約
２
，１
０
０
箇
所
（
平
成
17
年
〜
平
成
21
年
の
５
カ
年
の
平
均
）

も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原
因

と
し
て
、
日
本
特
有
の
地
形
や
気
象
条
件
が
山
地
災
害
を
起
こ
し
や
す
い
特
性
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向
が
強

ま
っ
て
お
り
、
山
地
災
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

日
頃
か
ら
山
地
災
害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲現在、治山事業を施工中の松尾地区（野地）山地災害箇所

山
地
災
害
に
備
え
る

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
守
る

治
山
事
業
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５
月
20
日
、
村
内
全
地
区
で
災
害
危
険

箇
所
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
災
害

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
各
地
区
か
ら
依
頼
の

あ
っ
た
危
険
箇
所
を
、区
長
や
消
防
部
長
、

警
察
、
行
政
機
関
担
当
者
が
一
同
に
調
査

点
検
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

調
査
は
３
班
に
分
か
れ
、
住
宅
周
辺
の

危
険
箇
所
を
重
点
に
実
施
。
今
後
被
害
の

拡
大
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
当

面
の
梅
雨
に
お
け
る
対
策
を
協
議
し
ま
し

た
。
村
で
は
、
関
係
者
が
共
通
認
識
の
も

と
で
、
効
果
的
な
防
災
活
動
を
展
開
で
き

る
よ
う
目
指
し
て
い
ま
す
。

▼危険箇所調査の様子（３班） 災
害
シ
ー
ズ
ン
前
の
総
点
検

災
害
危
険
箇
所
調
査

土
石
流
が
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ

地
す
べ
り
が
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ

●
過
去
に
地
す
べ
り
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
今
も
少
し
ず
つ
動
い

て
い
る

●
わ
き
水
や
地
下
水
が
豊
富
で
あ

る
●
断
層
や
、
も
ろ
く
、
く
ず
れ
や

す
い
岩
石
が
あ
る

●
火
山
や
温
泉
の
影
響
で
粘
土
化

し
た
土
が
あ
る

【
地
す
べ
り
】

地
下
水
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
粘
性
土
を
す
べ
り
面
と

し
て
山
の
斜
面
が
ゆ
っ
く
り

移
動
す
る
現
象
で
す
。

危
険
箇
所
を
知
ろ
う
！

●
渓
流
が
急
で
あ
る

●
渓
流
に
大
き
な
石
や
た
く
さ
ん

の
土
砂
が
あ
る

●
上
流
が
山
く
ず
れ
な
ど
で
荒
れ

て
い
る

●
過
去
に
土
石
流
が
あ
っ
た

【
土
石
流
】

山
の
斜
面
や
谷
の
土
砂
・
石

な
ど
が
、
大
雨
な
ど
に
よ
っ

て
水
と
い
っ
し
ょ
に
一
気
に

下
流
に
押
し
流
さ
れ
る
現
象

で
す
。

山
く
ず
れ
が
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ

●
山
の
斜
面
に
亀
裂
や
わ
き
水
が

あ
る

●
岩
石
が
も
ろ
く
、
く
ず
れ
や
す

い
地
質
で
あ
る

●
過
去
に
山
く
ず
れ
が
あ
っ
た

●
山
く
ず
れ
が
あ
っ
た
場
所
に
隣

り
合
っ
て
い
る

●
急
斜
面
で
、軟
弱
な
地
盤
が
あ
る

●
水
の
集
ま
り
や
す
い
斜
面
地
形

で
あ
る

●
と
き
ど
き
落
石
が
あ
る

【
山
く
ず
れ
】

雨
水
が
地
中
に
し
み
込
ん
だ

り
、
地
震
な
ど
に
よ
り
、
山

の
斜
面
が
突
然
く
ず
れ
落
ち

る
現
象
で
す
。

　あなたの地区の山地災害の恐れのあ

る箇所がどこにあるのかを知っておく

ことは、災害に備えるためにとても大

切です。身近に危険な箇所がないかど

うか、確認しておきましょう。
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今が旬の「初ガツオ」健康
レシピ

　春に九州から北海道南部に北上し、秋には南下する太平
洋の回遊魚。秋の「戻りガツオ」に比べて脂が少なくさっぱ
りとした味わいで、たたきにするととてもおいしいです。
　江戸時代は「女房を質に入れても食べたい」と思わせ
るほどの人気だったとか。
　血合いの多い魚で、貧血予防に効果のある鉄分も豊富。
　切り身で買う場合は、血合いの部分がはっきりしてい
るものがおいしくて新鮮です。

カツオのピーナッツみそがらめ

【栄養成分】※１人分　エネルギー：210kcal

　たんぱく質：19.9g　脂質：9.0g　塩分：0.8g

学
校
給
食
は

お
い
し
く
て

毎
日
楽
し
み

椎葉中学校 ３年

尾前 諒
りょう

太
た

 くん

◎カツオ角切り　250〜300ｇ

◎塩　　　　　　ひとつまみ

◎こしょう　　　少々

◎片栗粉　　　　適量

◎揚げ油　　　　適量

◆材料（４人分）

●濃口醤油　大さじ１

●みりん　　大さじ１

●白みそ　　大さじ１〜２

　　　　　　（お好みで）

●砂糖　　　大さじ１

◎ピーナッツカット　20ｇ

◆つくり方

① カツオに塩・こしょうをし、片栗粉を付けて油で揚げる。

② フライパンでピーナッツを煎って、●の調味料を加え、火

を通しておく。

③ ①の揚げたカツオを②にからめてできあがり。

見た目はお肉のような、そして子どもたち
にも食べやすい味に仕上げました。

椎葉中学校 栄養職員　桒野 梨恵

給食に たくさんの
　「愛情」をこめて…

椎葉中学校 栄養職員

桒
く わ

野
の

 梨
り

恵
え

 さん

　一昨年から、椎葉中の
給食をブログに書いてい
ます。椎葉村ホームペー
ジの村民ブログ内の「椎
葉中　今日の給食」です。
写真付きで、私のつぶや
きと共に紹介しています
ので、よろしければご覧
ください。

　「給食」と聞くと、みなさんはどんな思い出がありま
すか。「脱脂粉乳」や「鯨の竜田揚げ」が給食に出てい
た頃の方は、きっと懐かしく感じられると思います。
　戦後、栄養補給を目的に始まった学校給食は、今では
教育の一つとして、正しい食生活やマナーを学習する場
にもなっています。
　三時間目頃になると、校舎には調理のいいにおいが漂
います。生徒はとても給食を楽しみにしていて、毎日残
さず、もりもり食べてくれます。
　「地産地消」の動きも進んでいますが、給食でも椎葉
や宮崎県でとれた食材を多く使用しています。給食を通
して地域の農業を知り、郷土の食文化を伝えられる人に
育ってほしいです。
　また、生徒が大人になって給食を思い出すときに、楽
しい思い出であふれるように、これからも愛情たっぷり
の給食作りをしようと思います。

４月20日の学校給食より
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作品
募集

あなたも応募しませんか？

第９回 椎葉の四季

フォトコンテスト
　対象となるのは椎葉村の春夏秋冬すべてのもの。
さあ、カメラを持って、椎葉の自然へ出かけよう！▲第８回の四季部門の特選作品

　松村洋一さん（熊本県）の「山頂秋彩」

◆ 応募方法
【テ ー マ】椎葉村の春夏秋冬すべてのもの

［四 季 部 門］風景（山、渓谷、滝、集落、観光名所、
　　　　　　　　天然記念物など）

［イベント部門］平家まつり、各地区の行事、神楽など
【サ イ ズ】カラープリント四切り または 六切り
【応募方法】

・所定の応募票を写真裏面に貼付してご応募ください。
・作品は未発表のオリジナルに限ります。
・入賞作品の著作権は主催者に帰属します。
・応募にはプロ・アマを問いません。

【応募期間】平成22年８月31日（火）まで ※当日消印有効
【表彰】　部門ごとに賞状と賞金を進呈
　　　　特選作品は平家まつりで表彰
　　　　　特　選 各１点（賞金５万円）
　　　　　準特選 各１点（賞金３万円）
　　　　　奨励賞 各３点（賞金２万円）
　　　　　入　選 各５点（賞金５千円）

【応募・問い合わせ先】
　〒883-1601
　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良1788番地4
　　椎葉村観光協会「椎葉の四季」フォトコンテスト係
　　☎：０９８２−６７−３１３９

参加者
募集

　11月に開催される椎葉平家まつりのパレードに、平家
方の「姫」として参加していただける方を募集します。 ▲昨年のまつりに参加されたみなさん

◆ 応募方法
【開催期日】平成22年11月13日（土）・14日（日）
　パレードは両日とも13：00 〜 15：00

【募集内容】平家方「姫」　※先着10人
【応募資格】18歳〜 35歳の女性（高校生不可）
【応募方法】ハガキ（封書）に氏名・年齢・住所・連絡先・
参加希望日（両日可）を記入してご応募ください。

【応募締切】平成22年７月27日（火）必着
　※ただし、先着10人で締切

【その他】交通費及び宿泊料は個人負担です。
　　　　　（宿泊先は紹介します）

【申し込み・問い合わせ先】
　〒883-1601
　宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良1747番地20
　椎葉村役場 地域振興課内
　　椎葉平家まつり実行委員会事務局
　　　☎　：０９８２−６７−３２０３
　　ＦＡＸ：０９８２−６７−２８２５
　　E-mail : shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

大和絵巻武者行列の
パレードに参加しませんか？

椎葉平家まつり2010



健 康 だ よ り №153

３歳児の日本脳炎ワクチン接種が再開されます
　日本脳炎の予防接種については、マウス脳由来の日本脳炎ワクチン接種後に重症ＡＤＥＭ（アデム、急性散在
性脳脊髄炎）を発生した事例があったことから、国の方針により、平成17年５月に定期予防接種としての日本
脳炎ワクチン接種を積極的にすすめないようにしてきました。
　平成21年６月から、第１期の定期予防接種に使用可能となっていた新しいワクチン（乾燥細胞培養日本脳炎
ワクチン）が、この度、国の方針により３歳児に限り積極的にワクチン接種をおすすめしていくこととなりまし
たので、お知らせします。
　「３歳児」とは、接種日に３歳になっている児を指します。対象となるお子様がいる保護者には、個別にご案
内していますので、ご確認の上、健康づくりグループまでお申し込みください。

日本脳炎ワクチンの接種時期

対　象　月　齢 接種回数 接　種　間　隔

第１期初回 ６ヶ月〜７歳５ヶ月
標準として３歳 ２回 １〜４週あける

第１期追加 ６ヶ月〜７歳５ヶ月
標準として４歳 １回 第１期初回の２回目終了後、概ね１年あける

Ｑ　日本脳炎ってどんな病気？
Ａ　日本脳炎ウイルスの感染によっておこる中枢神経（脳や脊髄など）の病気です。ヒトからヒトへの感

染はなく、ブタなどの動物の体内でウイルスが増殖した後、そのブタを刺したコガタアカイエカ（水田等
に発生する蚊の一種）などがヒトを刺すことによって感染します。
　ウイルスを持つ蚊に刺され、感染した後も症状なく経過する場合がほとんどですが、症状が出るものでは、
６〜 16日間の潜伏期間の後に、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などで発病し、引き続き急激に、光への過敏症、
意識障害、けいれん等の中枢神経系障害（脳の障害）を生じます。大多数の方は、無症状に終わりますが、
脳炎を発症した場合20 〜 40％が死亡に至る病気と言われています。

Ｑ　うちの子は、第１期初回の対象月齢の６ヶ月〜７歳５ヶ月には入っているけど、３歳じゃない
　　から、今回は接種できないの？
Ａ　希望がある場合は、医師と相談した上で接種することができます。事前に手続きがありますので、７月５日

までに、健康づくりグループまで電話連絡をください。ただし、新しいワクチンの数には限りがありますの
で、希望されても接種できないことがあります。

Ｑ　昨年、第１期初回の接種をしたんだけど、今年第１期追加を受けることはできないの？
Ａ　日本脳炎ウイルスに対する基礎的な免疫をつけるために、第１期初回が終了してから、概ね１年後に接種す

ることをおすすめします。希望される場合は、手続きがありますので、７月５日までに、健康づくりグルー
プまで電話連絡をください。ただし、新しいワクチンの数には限りがありますので、希望されても接種でき
ないことがあります。

今回の対象です。

椎葉村役場　福祉保健課
健康づくりグループ
☎６８−７５１０　無料☎７−６８−７５１０
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 くん

小崎（竹の枝尾日当）

岡村 日
ひ

柚
ゆ

実
み

 ちゃん

松尾（下松尾）

　平成21年度の３歳児健診で、むし歯のなかっ
た子ども達です。28人中７人いました！下の表
とおり、むし歯率は、１歳６ヶ月では平均的です
が、３歳になると、ぐ〜んと増えているのが分か
ります。その中で、むし歯がなかったのは、とて
もすばらしいことですね。
　この時期にむし歯になるのを防げたら、生涯に
渡ってむし歯にならない可能性が高くなると言わ
れています。この機会に、子どものむし歯につい
て考えてみましょう。

目指そう
「むし歯ゼロ」

　むし歯を放っておくと、「歯」だけではなく、「全身」へ影響を及ぼします。例えば、歯並びが悪くなったり、
顔の筋肉やあごの発育に障害が出たり、身体の抵抗力が落ちたり、発音に障害が出たり、様々な問題を引き起こ
す原因となります。
　おやつは、しっかり時間と量を決めて午前に１回、午後に１回程度であげるのが最適です。これは、両親だけ
ではなく周囲の方の協力も不可欠です。みんなで子どものむし歯予防に取り組みましょう。
　さらに、寝る前だけでも必ず仕上げ磨きをしてあげるようにしましょう。子どもが自分で歯磨きをするように
なると、子どもにまかせてしまうこともあると思いますが、小学校低学年までは、上手に歯磨きを行うことは難
しいと言われていますので、必ず仕上げ磨きをしてあげましょう。

むし歯の原因の一つに「おやつ」があります。
子どもの欲しがるものを欲しがるままにあげていませんか？

平成20年度 椎　葉　村 宮　崎　県 全国（Ｈ19）

１歳６ヶ月児 　３.５％ 　３.５％ 　２.８％

３ 　 歳 　 児 ５６.０％ ３５.１％ ２５.９％

「むし歯のある子ども」の状況　※最新のデータが平成20年度のものになります。

［問い合わせ先］
　役場 福祉保健課 健康づくりグループ
　☎０９８２−６８−７５１０

むし歯の
ない子
大集合!!
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■問い合わせ先
　宮崎県労働局職業安定部職業対策課
　☎０９８５−３８−８８２４
　又は最寄りのハローワークまで

口蹄疫被害に対する
義援金を募集

　口蹄疫防疫活動により影響を受け
た畜産農家に対する支援を行うた
め、５月14日から「宮崎県口蹄疫被
害義援金」を下記により募集してお
りますので、ご協力をお願いします。
■名称
　宮崎県口蹄疫被害義援金
■義援金の使い方

　義援金の配分については、県、
社会福祉法人宮崎県共同募金会及
び関係機関で構成される義援金配
分委員会において決定し、市町村
を経由して口蹄疫により被害を受
けられた畜産農家に配分します。

■実施主体
　宮崎県
　社会福祉法人宮崎県共同募金会
■義援金の募集方法について

・募金箱の設置
　宮崎県、市町村に設置してい

ます。
・口座振り込み
　振込口座などの詳細はお問い合

わせください。
■募集期間
　平成22年７月30日（金）まで
■問い合わせ先
　宮崎県福祉保健部福祉保健課
　☎０９８５−２６−７０７４
　椎葉村役場 福祉保健課
　☎６８−７５１２

訂正とお詫び
　５月号５ページの人物紹介の
欄で氏名を間違って掲載いたし
ました。訂正しお詫び申し上げ
ます。
　正しくは、下のとおりです。

第11部長　尾前 亨昭 氏
不土野公民館長　那須 義定 氏

誠に申し訳ございませんでした。

■受付期間
　６月22日（火）〜 ６月29日（火）
■第１次試験
　９月５日（日）
　※九州地区では９試験地で実施
■問い合わせ先
　人事院九州事務局
　〒812-0013
　福岡県博多区博多駅東２-11-１
　☎０９２−４３１−７７３３

労働安全衛生法に基づく
免許試験のご案内

　本来久留米市の九州安全衛生技術
センターにて行われていますが、宮
崎地区においては、出張特別試験が
宮崎大学農学部で行われます。日程
は次のとおりです。
■申込受付期間
　６月14日〜 28日（必着）
■試験日
○８月21日（土）
　①第一種衛生管理者
　②第二種衛生管理者
　③クレーン･デリック運転士
　　（クレーン限定）
　④移動式クレーン運転士
　⑤潜水士
　⑥発破技士
　⑦林業架線作業主任者
○８月22日（日）
　⑧一級ボイラー技士
　⑨二級ボイラー技士
　⑩ボイラー整備士
■試験申請書提出先
※①〜④、⑧〜⑩
　社団法人 宮崎労働基準協会
　☎０９８５−２５−１８５３
※⑤、⑥
　建設業労働災害防止協会宮崎県支部
　☎０９８５−２０−８６１０
※⑦

林業・木材製造業労働災害防止協会
　宮崎県支部
　☎０９８５−２４−７９３０
■問い合わせ先
　前記の団体又は
　九州安全衛生技術センター
　☎０９４２−４３−３３８１

「青年の主張」
東臼杵地区

作文募集のお知らせ
　青年らしい、自由でユニークな発
想の作文を募集しています。あなた
も応募してみませんか？
■対象者

15歳（中学校卒業者）以上30歳未
満の方

■作文内容
①社会や世界に向けての意見、未

来への希望や提案
②青少年健全育成活動、地域（郷

土）づくり活動、団・グループ
活動等との関わりの中での意見
や提言

③テレビ、新聞等で報道される青
少年問題や社会のさまざまな出
来事に対する意見や提言

■募集方法
　400字詰め原稿用紙３枚〜４枚
程度で、５分以内で発表できる、
未発表の作文

■募集期限
　平成22年７月14日（水）必着
■提出先
　椎葉村教育委員会
■東臼杵代表１名は８月17日に実施

される県大会に出場し、口頭で発
表する

■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎０９８２−６７−２８５０
　北部福祉こどもセンター
　☎０９８２−３５−１７００

外国人労働者問題啓発月間
　国は６月を「外国人労働者問題啓
発月間」と定め、適正な外国人雇用
の周知等を行っています。
　そこで、外国人を雇用している・
雇用をお考えの企業の皆様へお願い
です。

「外国人指針に基づく外国人労働者
の適切な雇用管理をお願いします」
　詳しい内容は、厚生労働省のホー
ムページ「外国人雇用対策」欄をご
覧ください。
■アドレス

http://www.mhlw.go.jp/bunya/
koyou/gaikokujin.html

お 知 ら せ
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出生届をお出しになった方へ
　「21世紀出生児縦断調査」のお知
らせです。この調査は、平成22年５
月10日〜５月24日の間に生まれたす
べての赤ちゃんを対象とし、お子さ
んの成長・発達の様子や子育てに関
する環境や意識・行動の変化を継続
的に把握することにより、安心して
子どもを産み育てることができる環
境づくりなど子育て支援のための施
策に役立てることを目的としていま
す。調査は、11月中旬の予定で、ご
自宅に調査票を郵送させていただき
ますので、ご記入のうえ返送してい
ただきますよう、お願いいたします。
■問い合わせ先
　厚生労働省大臣官房統計情報部
　社会統計課縦断調査室出生児調査係
　☎０３−３５９５−１１１１

みんなで進めよう
リスクアセスメント

めざそう職場の安全・安心
　現在宮崎県の労働災害による被災
者数は、死亡災害が９人と前年に比
べ２名増加しています。本来労働災
害は一件も発生させてはならないも
のであります。労働災害の一層の減
少を図るために、安全教育の徹底と
職場の危険性又は有害性等の調査を
実施していくことが不可欠です。
　平成22年度は、「みんなで進めよ
うリスクアセスメント　めざそう職
場の安全・安心」をスローガンとし
て、６月を準備期間とし、７月１日
から１週間、第83回全国安全週間が
展開されます。各事業場で、労働災
害防止の重要性について認識をさら
に深め、着実な安全活動を推進しま
しょう。

（宮崎県労働局労働基準部）

平成22年度国家公務員
採用Ⅲ種試験

　人事院では、高等学校卒業程度の
試験として「平成22年度国家公務員
採用Ⅲ種試験」を実施します。
■受験資格

平成元年４月２日〜平成５年４月
１日生まれの方

税の納期（６月分）
　納期限内に納めましょう。

〔村（ 県 ）民 税〕（１期）
〔国民健康保険税〕（１期）
■納　期　限　６月30日
■口座振替日　６月28日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　☎０９８２−６７−３２０５
　無料☎７−６７−００５１

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　６月８日・７月13日
　　　　※毎月第２火曜日
■時間　9：00 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　☎０９８２−６７−３２０１
　無料☎７−６７−００２１

こころの健康相談
　精神科の病気、心の健康に関する
問題など、精神一般のことについて
精神科医と保健師が相談に応じてい
ます。ひとりで悩まず、まずは誰か
に相談してみませんか？お気軽にご
相談ください。
■期日　６月15日・７月20日
　　　　※毎月第３火曜日
■時間　13：00 〜 15：30
　　※事前に申し込みが必要です。
■場所　日向保健所
■費用　無料

■申し込み・問い合わせ先
　日向保健所　健康づくり課
　☎０９８２−５２−５１０１

あなたの声を行政に！
　７月５日から各公民館で地域づく
り懇談会が開催されます。当日は、
村長をはじめ各課課長、駐在所所長、
農協、森林組合、警察など各公民館
に出向いて皆さんの要望、意見をう
かがいます。日程は次のとおりです。
　　　　　　　　午　前　午　後
　７月５日（月）栂　尾・大河内
　　　６日（火）鹿野遊・仲　塔
　　　７日（水）松　尾・上椎葉
　　　８日（木）尾八重・小　崎
　　　12日（月）尾　向・不土野

橋梁長寿命化
修繕計画策定事業

　橋梁長寿命化修繕計画策定事業に
係る橋梁点検の結果について、『役
場ＨＰ』にて点検結果を公表してい
ます。ぜひ、ご覧ください。

話そう、働こう、育てよう。
いっしょに。

　６月23日から29日は、男女共同参
画週間です。お互いを思いやり、ま
た誰もが個性と能力を十分に発揮す
ることのできる社会について考えて
みましょう。

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　６月21日・７月20日
　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　高齢者センター
■時間　10：00 〜 15：00
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　☎０９８２−６７−２２７５

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●５月１日現在
　男　　1,532人（＋21）
　女　　1,551人（＋15）
　計　　3,083人（＋36）
世帯数　1,262戸（＋23）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2010（H22）６月号
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BOOK  CORNER

おすすめの１冊
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより
　

ギ
グ
ラ
ー
は
小
さ
な
生
き
物
。
子

ど
も
に
意
地
悪
を
し
た
大
人
に
犬
の

う
ん
ち
を
踏
ま
せ
て
お
し
お
き
を
す

る
。
あ
た
た
か
い
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
で
奇
想
天
外
な
本
。

大河内小 教諭

児玉 尚
ひさ

洋
ひろ

 さん

　
「
努
力
」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
う

こ
と
な
く
、
努
力
の
意
味
を
考
え
さ

せ
ら
れ
、
生
命
の
尊
さ
を
伝
え
る
作

品
で
す
。

『
か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
い
花
々
』

【
偕
成
社
】

（
作
）
星
野 

富
弘

大河内小 ６年

右田 晶
あき

弘
ひろ

 さん

　

こ
の
本
は
、
一
樹
と
拓
人
の
二
人

が
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
り
、
街

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
あ
い
な
が
ら

海
ま
で
い
く
話
で
す
。

『
風
を
お
い
か
け
て
、
海
へ
！
』

【
国
土
社
】

（
作
）
高
森 

千
穂

（
絵
）
な
み
へ
い

　

主
人
公
は
都
会
育
ち
。
自
分
の
意

志
に
関
係
な
く
、
高
校
卒
業
後
に
山

深
い
神
去
村
放
り
込
ま
れ
た
。
林
業

研
修
生
と
し
て
、
村
の
人
々
と
ふ
れ

あ
い
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
く
。

『
神
去
な
あ
な
あ
日
常
』

【
徳
間
書
店
】

（
著
）
三
浦 

し
を
ん

『
ギ
グ
ラ
ー
が
や
っ
て
き
た
！
』

【
偕
成
社
】

（
作
）
ロ
デ
ィ
ー
・
ド
イ
ル

（
絵
）
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ア
ジ
ャ
ー
ル

（
訳
）
伊
藤 

菜
摘
子

大河内小学校
36

戸
籍
だ
よ
り
（
４
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

山
中 

翔か

月つ
き 

く
ん

（
尾
田
山
中
）
宏
昭
・
ル
リ
子 

さ
ん

　
　

那
須 

玲れ

音お
ん 

く
ん

（
下
福
良
）
弘
寿
・
麻
衣 

さ
ん

　
　

東 

瑛え
い

士と 

く
ん

（
山
中
団
地
）
耕
司
・
幸 

さ
ん

　
　

西
村 

京き
ょ
う
ま馬 

く
ん

（
下
屋
敷
団
地
）
広
毅
・
志
保 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

山
中 

明
弘 

様
（
32
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
桑
の
木
原
）

　

那
須 

助
三
郎 

様
（
91
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
夜　

狩　

内
）

　

野
村 

重
盛 

様
（
74
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
上
椎
葉
上
１
）

　

佐
貫 

貢 

様
（
58
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
上
椎
葉
上
１
）

　

椎
葉 

利
美 

様
（
88
歳
）

　
　
　

大
河
内
（
大　
　
　

藪
）

　

椎
葉 
清
人 
様
（
大
藪
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

利
美 

様
）

　

野
村 

信
孝 

様
（
上
椎
葉
上
１
）

　
　
　
（
故 
野
村 

重
盛 

様
）

香
典
返
し
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

３
日　

夏
季
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
（
椎
葉
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

５
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
（
栂
尾
・
大
河
内
）

６
日　
　
　

〃　
　
（
鹿
野
遊
・
仲
塔
）

７
日　
　
　

〃　
　
（
松
尾
・
上
椎
葉
）

８
日　
　
　

〃　
　
（
尾
八
重
・
小
崎
）

　
　
　

職
場
訪
問
（
中
学
校
）

９
日　

二
校
間
交
流

　
　
　
　
（
小
崎
小
・
大
河
内
小
）

11
日　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙（
予
定
）

12
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

（
尾
向
・
不
土
野
）

13
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

20
日　

心
配
ご
と
相
談

　
　
　
　
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
　
　
　
（
日
向
保
健
所
）

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

21
日　

小
中
学
校
終
業
式

23
日　

村
小
体
連
水
泳
大
会

　
　
　
　
（
椎
葉
小
学
校
）

25
日　

防
災
訓
練
（
不
土
野
・
予
定
）

27
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
・
乳
児
検
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

口
蹄
疫
の
影
響
で
中
止
に
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
や
ま
び
こ
通
信

等
の
情
報
で
ご
確
認
下
さ
い
。

７
月
の
主
な
行
事
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▼
５
月
号
が
出
来
上
が
っ
て
安
心
し
た
の
も
つ

か
の
間
、
も
う
６
月
号
の
〆
切
り
が
・
・
・

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
団
式
。
か
わ
い
い
新

入
団
児
。
心
も
体
も
き
た
え
て
大
き
く
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
▼
口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
を
抑
え
る

た
め
殺
処
分
を
前
提
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
一
日
で
も
早
く
終

息
を
迎
え
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
対
象
農
家

の
方
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
胸
が
痛
い
で
す

▼
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
例
年
、
消
防
・
バ
レ
ー
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
代

わ
り
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
別
の
対
策
を
し
な

く
て
は
ヤ
バ
イ
で
す
（
梅
吉
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

口
蹄
疫
の
終
息
の
目
途
は
ま
だ
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
連
日
放
送
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
に
注
射
を
打
つ
獣
医
が
「
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
口
に
し
な
が
ら
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
悲

劇
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
光
景
に
息

を
の
み
ま
し
た
。
一
日
で
も
早
い
終
息

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

か
に
か
く
に
捲
る
暦
に
五
月
来
し　
　

	

中
瀬　

汀

［
評
］「
か
に
か
く
」
と
は
あ
れ
こ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
い
っ
た
程
の
意
味
。
正
月
に

吊
し
た
暦
。
あ
れ
こ
れ
し
て
い
る
中
に
、早
く
も
五
月
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
感
懐
。「
五
月
」
と
云
う
点
が
面
白
い
。
特
に
今
年
は
三
、四
月
頃
櫻
が

咲
い
た
あ
と
に
雪
が
降
っ
た
り
、
着
る
物
も
戸
惑
っ
た
り
し
た
こ
と
も
関
連

し
て
い
よ
う
。
五
月
の
意
味
は
深
い
。

子
供
の
日
兄
の
一
打
で
逆
転
す　
　
　

	

那
須　

正

［
評
］
多
分
、
野
球
用
語
の
「
一
打
」
と
思
う
。
晴
れ
た
祝
日
、
久
し
ぶ
り
に
お
兄

ち
ゃ
ん
も
加
わ
っ
て
の
野
球
。
３
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
９
回
裏
、
満
塁
の
場
面

で
期
待
し
た
兄
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛
び
出
し
た
。
や
は
り
お
兄
ち
ゃ
ん
は
頼

も
し
い
存
在
。
愉
快
な
一
句
。

石
楠
花
の
中
の
石
仏
ほ
ほ
え
み
て　

	

小
八
重　

知
津
子

［
評
］
こ
の
句
を
見
て
わ
た
し
は
、
大
和
の
名
刹
室
生
寺
を
思
い
出
し
て
い
る
。
あ

の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
五
重
塔
を
見
上
げ
る
位
置
に
立
つ
と
石
段
の
左
右
に
石

楠
花
が
、
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
る
。
掲
句
の
場
所
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。

《
入
選
》

離
れ
住
む
友
に
便
り
や
啄
木
忌

山
本　

和
枝

母
の
日
や
マ
イ
ア
ミ
か
ら
の
電
話
く
る

黒
木　

八
重
子

孫

抱

い

て

櫻

参

道

宮

参

り

那
須　

瑞
穂

憲
法
記
念
日
隣
に
核
の
国
三
つ

小
丸
川
ち
と
せ

白
無
垢
を
ま
と
い
連
な
る
冬
の
山

那
須　

勝

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

「口蹄疫」

　
「
５
月
８
日
」、
赤
十
字
の
創
始
者
、

ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
の
誕
生
か
ら

１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

椎
葉
村
分
区
に
お
い
て
も
、人
道
博
愛

の
精
神
を
基
に
各
種
活
動
を
住
民
皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
で
も
、青
少
年
赤
十
字
育
成（
Ｊ

Ｒ
Ｃ
）
に
努
め
て
い
ま
す
。
５
月
11
日

に
椎
葉
小
学
校
で
登
録
式
が
行
わ
れ
、

新
１
年
生
と
今
年
度
よ
り
統
合
し
た
鹿

野
遊
小
学
校
の
新
し
い
仲
間
の
加
入
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
椎
葉
中
学
校
、
椎
葉
小
学
校
、

小
崎
小
学
校
、
松
尾
小
学
校
の
４
校
に

加
盟
い
た
だ
き
、
人
間
の
命
の
大
切
さ

と
優
し
さ
を
育
て
て
く
れ
る
こ
と
を
目

標
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
赤
十
字
事
業
の
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。▲登録式の様子

赤
十
字

　
　

椎
葉
分
区
便
り
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　マメ科イヌエンジュ属の落葉小高木。新緑のころ
明るい林内や道端などで、銀白色に輝く鳥の羽のよう
な新葉を広げる木を見かけることがあります。これが
ハネミイヌエンジュで本州の中部以西と四国、九州に
分布し、同属ながら別種とされることが多いイヌエン
ジュは中部以北と北海道に分布します。椎葉では単
に「えんじゅ」と呼称されていますが、和名のエンジュ
は同じマメ科で中国原産の別種になります。日本産の
種にイヌの名が付くのは中国でエンジュが高貴な木
とされたためでしょうか。小さな葉がたくさんついて
いるように見えますが、鳥の羽に似た全体で1枚の葉
になります。稗

ひえ

搗
つき

節に謡われるサンショウの葉も同じ
です。夏になると小さな白い蝶形花が穂状に集合し
て咲き、秋には豆果が実ります。樹皮には丸い皮目
があり、老木になると縦に不規則に裂けます。心材
は暗褐色で保存性が高く、床柱などに用いられます。

（九州大学演習林　榎木　勉・内海　泰弘）

ハネミイヌエンジュ
92

未来にはばたけ！

平成20年４月26日生まれ

おとうさん：正一郎 さん
おかあさん：久美子 さん
　兄弟の中で一番強くて元気いっ
ぱい。大好きなアンパンマンのよ
うにみんなを助けてあげてね。

平成20年4月19日生まれ

おとうさん：豊和 さん
おかあさん：希美香 さん
　お姉ちゃんといつも元気に遊ん
でいます。歌やダンスが大好きで
みんなを楽しませてくれています。

那
須 

響ひ
び
き 

ち
ゃ
ん上椎

葉
（
間
柏
原
）

那
須 

愛あ

果か

里り 

ち
ゃ
ん

仲　

塔
（
胡
麻
山
）

大河内
スポーツ少年団

●29

フェイス！
Face 
in JUNE

　今年度、役場の嘱託職員として採用を受け、充実した
毎日を送っています。青年活動や地域の活動に積極的に
参加していきたいと思っています。見かけたときは声を
かけてください。

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、
　“笑顔の輪”を広げていきます。

　僕たちは、大河内スポーツ少年団の14人です。毎週火曜、木曜
に卓球の練習をしています。今年の目標は、いろいろな大会に出て、
たくさん勝つことです。これからもがんばります！

キャプテン

右田 晶
あ き

弘
ひ ろ

 くん

宮
崎
の
大
会
で

優
勝
す
る
ぞ
ー
! !

23
歳
・
尾
向
（
向
山
日
当
下
）

勤
務
先
：
椎
葉
村
役
場 

地
域
振
興
課

趣　

味
：
ス
ポ
ー
ツ
全
般

甲か

斐い 

裕ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う 

さ
ん


